
ホ

当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ホ

当
該
事
業
所
の
労
働
者
の
離
職
状
況
及
び
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
に
対
す
る
賃
金
の
支
払
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
を
整
備
し
て
い
る
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

ヘ

イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
把
握
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ

と
。

ヘ

イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
の
雇
用
管
理
に
関
す
る
事
項
の
把
握
を
行
つ
た
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
イ
に
該
当
す
る
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六

十
万
円
）（
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
基
準
に
満
た
な
い
と
き
は
、
職
業
安
定
局
長
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
算

定
し
た
額
）

二

前
号
イ
の
雇
入
れ
に
係
る
者
一
人
に
つ
き
、
五
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
六
十
万
円
）

11

（
略
）

14

（
略
）

12

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

十
五
条
の
五
第
十
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
」

と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規

定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
十
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
安
定

雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
の
」
と
、「
事
業
主

又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と

あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
十
項
の
規
定
」
と
、「
と
い
う
。）又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関
（
以
下
「
訓
練

機
関
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は「
代
理
人
等
」

と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
に
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」

と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業

主
に
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九
条

の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
同
条
第

二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」と
あ
る
の
は「
安

定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

15

第
百
二
十
条
の
二
及
び
第
百
四
十
条
の
三
の
規
定
は
、安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第

十
五
条
の
五
第
十
三
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金

は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
雇
用
関
係
助
成
金
関

係
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
十
三
項
の
規
定
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
は
」
と
あ
る
の
は

「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
の
」
と
あ
る
の
は「
事
業
主
の
」と
、「
事

業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
主
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
雇
用
関
係
助
成
金
関
係
規
定
」

と
あ
る
の
は
「
附
則
第
十
五
条
の
五
第
十
三
項
の
規
定
」
と
、「
と
い
う
。）又
は
訓
練
を
行
つ
た
機
関（
以
下「
訓

練
機
関
」
と
い
う
。）」
と
あ
る
の
は
「
と
い
う
。）」
と
、「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人

等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
に
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
に
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金

は
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
は
」
と
、「
事
業
主
又
は
事
業
主
団
体
に
」と
あ
る
の
は「
事

業
主
に
」
と
、
第
百
四
十
条
の
三
第
一
項
中
「
第
百
二
十
条
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
及
び
第
百
三
十
九

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は
「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
、
同
条

第
二
項
中
「
代
理
人
等
又
は
訓
練
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
代
理
人
等
」
と
、「
雇
用
関
係
助
成
金
」
と
あ
る
の
は

「
安
定
雇
用
実
現
コ
ー
ス
助
成
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
両
立
支
援
等
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

（
両
立
支
援
等
助
成
金
に
関
す
る
暫
定
措
置
）

第
十
七
条
の
二
の
二

第
百
十
六
条
第
一
項
の
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
と
し
て
、
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
号
の
有

給
休
暇
に
つ
い
て
、
同
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
七
条
の
二
の
二

第
百
十
六
条
第
一
項
の
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
と
し
て
、
同
条
第
五
項
に
規

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
号
の
有

給
休
暇
に
つ
い
て
、
同
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
七
条
の
二
の
四

第
百
十
六
条
第
一
項
の
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
助
成
金
と
し
て
、
同
条
第
六
項
に
規
定

す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
一
号
イ
又
は

ロ
の
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、
同
号
に
該
当
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
第
二
号
に
定
め
る
額
を
支
給
す
る
も
の
と

す
る
。

第
十
七
条
の
二
の
四

第
百
十
六
条
の
両
立
支
援
等
助
成
金
と
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
令
和
二

年
二
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
項
第
一
号
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
に

つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
小
学
校
休
業
等
対
応
コ
ー
ス
助
成
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

一

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し
た
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
の
推
進
に
資
す
る
職
場
環
境
の
整
備

に
関
す
る
取
組
（
イ
又
は
ロ
の
有
給
休
暇
を
与
え
る
た
め
の
制
度
の
整
備
を
除
く
。）を
行
い
、
か
つ
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
主

イ

そ
の
雇
用
す
る
被
保
険
者
が
、
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
（
前
期
課

程
に
限
る
。）、
特
別
支
援
学
校
そ
の
他
の
雇
用
環
境
・
均
等
局
長
が
定
め
る
施
設
及
び
事
業
（
ロ
に
お
い

て
「
小
学
校
等
」
と
い
う
。）の
う
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
と
し
て
学
校
保
健

安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
十
条
に
規
定
す
る
臨
時
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

措
置
を
講
じ
た
も
の
に
就
学
し
、
又
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
の
世
話
を
そ
の
保
護
者
と
し
て
行

う
た
め
の
有
給
休
暇
（
労
働
基
準
法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
年
次
有
給
休
暇
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
与
え
る
た
め
の
制
度
を
整
備
す
る
措
置
を
講
じ
、
当
該
規

定
に
基
づ
き
、
有
給
休
暇
を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
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